
三重県生涯学習センター
（公財）三重県文化振興事業団　
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■E-mail：manabi-kouza@center-mie.or.jp　
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※当日受付にてお支払いください。

（　　　   より受付）

１５０名  
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文楽は上方を代表する古典芸能です。浄
瑠璃と呼ばれる語り物音楽に合わせ、三人
の人形遣いによって操られる人形が、さな
がら生きた人間のように登場人物の喜怒
哀楽を表現します。三重県を舞台にした
『伊勢音頭恋寝刃』や『伊賀越道中双六』
は今も人気演目として上演が繰り返される
名作です。今回は概要の解説の後、実際に
人形を用いた操作法の説明と実演も交え
て、文楽の世界へご案内いたします。

文楽は関西を代表する古典芸能です。
浄瑠璃と呼ばれる語り物音楽に合せ、三
人の人形遣いによって操られる人形が、
さながら生きた人間のように登場人物た
ちの喜怒哀楽を表現します。ご当地松阪
の国学者・本居宣長も若き日、京都遊学
中に何度も舞台に親しみました。
今回は名作者である近松門左衛門の経歴
や代表作、作劇法をご紹介した後、技芸
員による実際の人形を用いた操作法の説
明と実演を交えて、文楽の世界へご案内
いたします。
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昭和４４年生まれ。 昭和５８年、
父、桐竹一暢に入門、桐竹一輔
と名乗る。 祖父は四世桐竹亀松。
昭和６０年、国立文楽劇場で初
舞台。 平成１６年、三代吉田簑
助門下となり、吉田姓を名乗る。 
平成２１年、第２８回国立劇場文
楽賞文楽奨励賞受賞。平成２１
年、咲くやこの花賞 ( 演劇 . 舞踊
部門 )受賞。平成２２年、国立文
楽劇場における「妹背山婦女庭
訓」主演、お三輪を演じ大阪文
化祭賞奨励賞を受賞。 

専門は、日本芸能史・上方伝統芸
能・近代日本演劇。2009 年には、
「天覧文楽」で皇后陛下のご説明
役を務める。主著に『上方芸能の
魅惑――鴈治郎・玉男・千作・米
朝の至芸』（2003 年・NHK 出版）、
『吉田玉 男 文 楽 藝 話』（共 著・
2007 年・日本芸術文化振興会）、
『上方芸能事典』（編著・2008 年・
岩波書店）がある。

森西  真弓
（大阪樟蔭女子大学  学芸学部国文学科教授）

【ゲスト】

講  師

吉田   一輔
（人形浄瑠璃文楽座  人形）
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